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1．はじめに

舩木(2017)

『方言文法全国地図』(GAJ)： 1980年代調査

「方言の形成過程解明のための全国方言調査」(FPJD)： 2010年代調査

を比較

伝統的な推量表現形式が
減少▼

「その他の形式（否定疑問形式
やトオモウ型など）」が増加▲

若年層・高年層の世代差および地域差を調査

約30年の間

問題の所在
（論者の内省から）

「あの人は今日役場に行くだろうか」に対して

たぶん行くだろう／たぶん行くやろう／そりゃあ行くやろう」

確信度の高い表現で
より容認度が高い



意味論的意味 語用論的意味

ダ
ロ
ウ

推量：「話し手の想像の中で命題
を真であると認識する」こと
（三宅1995）

言い切りでは話し手の判断を表す
➡話し手が一方的に主張を行うニュアンス
【意見の押付けを避ける方略】

•終助詞「ね」の付加：
心的チェックの表示

•「思う」：個人的な判断であると示す
（安達1997）

ト
オ
モ
ウ

個人的な情報の表示
（文の意味内容が）
主観的事実 ▶主観明示用法
客観的事実 ▶不確定表示用法
〈ダロウと近似〉(森山1992)

意見表明という行為のFTA（フェイス脅かし
行為）を緩和
「トオモウ」は「話者の知識状態を表明す
る」ことでFTAを緩和する。
（牧原2015）

否
定
疑
問
類

推測：「話し手の想像の中で命題
を、弱い見込みではあるが、真で
あると認識する」(三宅1994)

1．はじめに ―推量表現とは―

関西方言での否定疑問形式の一つ
動詞「チガウ」を用いた「ン(ト)チガウ(カ)」
▶〈推測〉を表す（高木2005、松丸2018）

●中央語の使用状況 【書き言葉】馮(2019)
推量の「ダロウ」言い切りが優勢

【話し言葉】庵(2009)
「デショウ(ダロウ)」言い切り➡確認用法に多
推量では「デショウ」が少「トオモウ」が多



2.調査方法
① 対象とする文末形式の確信度（事態の実現可能性をどの程度と認識しているか）を尋ねる。

② 使い分けに関係すると考えられる条件をもとに4つの場面を設定し、文末形式それぞれを

「言う・言わないがおかしくない・言わないしおかしい」か尋ねる。

     各形式の選好性の仮説 

 共通場面 個別設定 情報量 可能性  ダロウ類 トオモウ類 否定疑問類 

① 
登場人物はあなた、Ａさん、Ｂさん

です。３人は同じゼミに所属してい

ます。Ｂさんは今日のゼミに来ませ

んでした。Ａさんから「Ｂさん、来

週は来るかなあ？」と聞かれたとき

の回答について、選択肢からあては

まるものを選んでください。 

Ｂさんが来週のゼミで発表が当た

っている（来る可能性が高い）こと

を、あなたもＡさんも知っていると

き。 

均衡 高 
○ 

容認性は低

い 

○ △ 

② 

Ｂさんが普段からゼミをさぼりが

ちである（来るかどうかがはっきり

しない）ことを、あなたもＡさんも

知っているとき。 

均衡 
中～

低 

△ △ ○ 

③ 

登場人物はあなた、Ａさん、Ｂさん

です。あなたとＢさんは同じゼミに

所属しています。ＡさんからＢさん

を紹介してほしいと頼まれました

が、Ｂさんは今日のゼミに来ません

でした。Ａさんから「Ｂさん、来週

は来るかなあ？」と聞かれたときの

回答について、選択肢からあてはま

るものを選んでください。 

Ｂさんが来週のゼミで発表が当た

っている（来る可能性が高い）こと

を、あなたは知っていて、Ａさんは

知らないとき。 

不均

衡 
高 

△ 

容認性は低

い 

○ 

ダロウ類に

代用 

△ 

④ 

Ｂさんが普段からゼミをさぼりが

ちである（来るかどうかがはっきり

しない）ことを、あなたは知ってい

て、Ａさんは知らないとき。 

不均

衡 

中～

低 

△ △ ○ 

 

※高年層には別の場面(公民館での連続講座)を設定



3.調査結果 ―文末形式の確信度―
関東若年層

関東高年層 関西高年層

関西若年層

だろ(う)/でしょ(う) と思う んじゃない？/んじゃね？ やろう と思う んちゃう？



表中の数値は、全回答者の内それぞれの形式について「言う」と回答した人の割合。

3.調査結果 ―場面による文末形式の選好性の異なり―

・webを用いたアンケート調査

［回答者］関東：若年層92名／高年層27名 関西：若年層85名／高年層26名

［期間］若年層：2021年12月 ，高年層：2022年11～12月

[凡例] ●：80％以上, ◎：60％以上80％未満, ○：40％以上60％未満, △：20％以上40％未満, ×：20％未満

高 低 高 低 高 低 高 低

だろ(う)/でしょ(う) ◎ △ ○ × ◎ △ △ ×
と思う ◎ × ● △ ○ × ◎ ×
んじゃない？/んじゃね？ ● ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ △
やろ(う) ● △ ○ × ○ × △ ×
と思う ○ × ● △ △ × ○ ×
んちゃう？ ● ◎ ◎ ○ ● ○ △ △

回答者の世代 若年層 高年層

話し手と聞き手の情報量の均衡性 均衡 不均衡 均衡 不均衡

事態の実現可能性

関
東

関
西



4.考察
●トオモウ類の地域差・世代差

●否定疑問類の使用の動態

①情報均衡・可能性高 の場面で差▶トオモウ類は関東で選択されやすい

トオモウの意味論的意味【不確定表示用法】より
語用論的意味【意見の押し付けの緩和】を利用
：ネガティブ・ポライトネス

従
来

今
回

①でのトオモウ類の選好性 関東若年層＞関西若年層，若年層＞高年層

FPJD時点では京都府にダロウ類
以外は見られない

今回の調査では否定疑問類もトオ
モウ類も使用される結果に

本調査の４場面：高水準で使用可能
さらに 可能性高＞可能性低

否定疑問類：〈推測〉の意味
ダロウよりも弱い推量を表す

否定疑問類の推量的な場面での使用は広まっている
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